
 
 
 
 

 

【平成２８年度ボランティア活動状況】 

  農村災害ボランティアの平常時活動として、施設管理者からの要請に基づき施設管理者に代わり

施設の点検を行っています。 

本年度は道央・空知２グループが意向調査に基づき２地域で施設の点検を実施しました。結果に

ついては施設管理者へ報告を行っています。 

道東及び道北グループについては、８月の台風災害により、平成２８年度の活動を中止しました。

なお、平成２８年度までの点検結果については、水土里ネット北海道のホームページに掲載されて

いますので参照してください。           

 【http://www.htochiren.jp/saigai/kyougikaikeii.htm】 

 

グループ名 活動先団体名 点検施設 活動時期 備   考 
空 知 篠津中央土地改良区 排水路 1 条 H28.8.3 16 名参加 
道 央 当別土地改良区 ため池 1 ヵ所 H28.9.9 15 名参加  

                                                            

      
  

【ボランティア等の登録状況】 

 平成２８年度に農村災害ボランティア１２名の方が新規に『農村防災・災害ボランティア活動協議

会』に登録されました。  

 近年、農村災害復旧専門技術者の新規認定者数が減少しています。また、認定者が次の更新を行わ

ないなど更新者数も減少傾向となっています。 

平成２９年度は、平成３０年２月「災害復旧技術向上のための講習」を開催予定しています。積極

的な受講をお願いします。 

◆『農村災害復旧専門技術者』                   （平成２９年２月末時点） 

 

◆『農村災害ボランティア』（４グループ） 

 ［道央Ｇ（３８名）～石狩・渡島・檜山・後志］［空知Ｇ（４０名）～空知・胆振・後志］ 

 ［道北Ｇ（３５名）～上川・留萌・宗谷］ ［道東Ｇ（３０名）～オホーツク・十勝・釧路・根室］ 

 

農村災害復旧専門技術者（ボランティア重複） 農村災害ボランティア 合 計 

７９（１３）名 １４３名 ２０９名 

所 属 開発局 北海道 
市町村 

改良区 
土地連 

コンサル 

ゼネコン 
合 計 

現 役 ７ ２２ ３ １ １３ ４６ 
Ｏ Ｂ ８ １７ ７ １  ３３ 
合 計 １５ ３９ １０ ２ １３ ７９ 
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【災害復旧事業技術担当者会議を開催】 

 近年、災害発生の減少に伴い災害経験者が減少する中、大規模な災害が発生した場合、迅速な対 

応が図られるよう、６月２１日（火）～２２日（水）の２日間にわたり、道・市町村・土地改良区 

の職員や災害復旧専門技術者・農村災害ボラ 

ンティアの方６３名が参加し『平成２８年度 

災害復旧事業技術担当者会議』を第２水産ビ 

ル会議室において開催しました。 

初日は農林水産省防災課災害査定官より災 

害復旧事業制度や採択条項、災害復旧工法等 

について説明を受けた後、１０のグループに 

分け過去の被災地区を題材として災害査定実 

務演習に取り組みました。 

                                           

【平成２８年発生災害の概要と支援活動】 

 平成２８年８月の大雨災害では、被害調査から災害査定まで農村災害復旧専門技術者が、被害額の

把握、復旧工法検討の助言や査定設計書作成の助言（査定朱入れ含む）等の各種業務で、延べ約 600

人日の支援活動を行いました。また、農村防災・災害ボランティアの方々についてもさまざまな形で

災害復旧の支援活動をいただき災害査定を終了したところです。 

 

                

               

 

     

１月風浪災（小清水町） 台風７号災（本別町） 

台風 11 号災（北見市） 台風９号災（日高町） 

台風１０号災（清水町、南富良野町、帯広市） 

 


